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栄養サポートチーム（ＮＳＴ）と薬剤師

　チーム医療」という言葉をご存じでしょうか。
治療の際、医師だけでなく他の医療従事者がチームのようにして関わり、それぞれの専門性を
活かして治療に取り組むことで、より専門的で多様な医療に対応することができます。チーム
の構成は状況によって変わり、また、チームの中に患者さん自身やご家族が含まれることもあ
ります。
　その中で、今回は全国で多くの施設で取り入れられている、栄養サポートチームについてご
紹介します。

　栄養サポートチームのことを、病院の中ではＮＳＴと呼んでいます。Nutrition（栄養）
Support（サポート）Team（チーム）の頭文字をとったものです。
　ＮＳＴの目的は、その名の通り患者さんの栄養状態の改善です。どんな患者さんであっても、
もちろん健常人でも生命維持のために栄養は必要不可欠です。
　また、栄養状態が良くないと傷の治りが遅くなったり、感染症にかかりやすくなることもあ
ります。ＮＳＴでは、医師・栄養士・看護師・薬剤師・臨床検査技師・言語聴覚士などが協力しあっ
て患者さんの栄養状態が、さらにはその先にある疾患が改善する手助けをしています。
　ＮＳＴは病棟を回って患者さんの栄養状態を確認し改善案を提案したり、院内で勉強会を開
催し栄養についての知識を広めたりしています。

　ＮＳＴの中での薬剤師の役割についてご紹介します。
＜ＮＳＴにおける薬剤師の役割＞
　１．高カロリー輸液の無菌調製
　２．使用薬剤の配合変化・相互作用の確認。特に消化吸収に対する影響や、副作用による食
欲不振・下痢・便秘など

　３．患者さん・ご家族への説明・指導。特に高カロリー輸液や栄養剤の管理方法や使用薬剤
全般についての服薬指導など

　高カロリー輸液とは、点滴による栄養療法のうち、特に高カロリーのものを指します。アミ
ノ酸・糖質・脂肪・ビタミン・ミネラルの投与が可能で、カロリーも1,000kcal ～ 2,500kcalと1
日の必要栄養量に十分な栄養を点滴から補給することができます。濃度が濃いため、通常は鎖
骨下静脈（首の根元にある太い静脈）からカテーテル（点滴を入れるためのチューブ）を挿入して、
栄養を入れます。
　ＮＳＴの中で薬剤師は、輸液・薬剤についての相談・情報提供はもちろん、栄養状態と疾患
との関連を理解して栄養状態の改善に努めています。
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熱帯地域へ旅するときの注意

　海外旅行中は非日常性のために、普段の生活でまもっている規範が外国という特殊な環境の
中で無視されがちです。言い換えれば、旅先では開放感により羽目をはずし無茶な行動を起こ
しやすいということです。以下に熱帯地域へ旅行するときに気を付けるべきことを挙げます。

食べ物には気を付ける。
　下痢原生大腸菌、赤痢、コレラ、腸チフスなどによる腸管感染症やA型肝炎は不衛生な食物、
水から感染します。予防には「調理する（火を通す）、果物は皮を剥く、そうでなければ口にしない」
が原則です。果物を食べるときは、カットフルーツ（すでに切ってある果物）は細菌に汚染され
ている可能性があるので避け、自分で皮をむいて切ってから食べるようにしましょう。製氷す
る際にミネラルウオーターではなく、衛生的ではない水道水を使用している場合があります。
ジュースやお酒に入っている氷に気をつけましょう。生春巻き、なまの野菜サラダも危険です
から避けた方が良いでしょう

蚊、ダニに刺されないようにする。
　有名な病気には、蚊によって媒介されるマラリア、デング熱、チクングニア熱、ダニやシラ
ミによって媒介されるリケッチア症などがあります。マラリアは東南アジア、インド、アフリカ、
南米で流行しており、発病した時にすぐに適切な治療を始めないと生命にかかわることがあり
ます。流行地から帰国し熱が出たときは、すぐに専門の医療機関を受診して下さい。

かわいいからといってむやみに動物に手を出さない。
　狂犬病は世界中のほとんどの国で発生しています。日本のように国内に狂犬病が存在しない
国は少ない部類に入ります。犬以外の野生動物からも感染する可能性があります。危険な動物
は 犬、ネコ、コウモリ、ジャッカル、アライグマ、マングース、キツネなどです。日本でペッ
トを触る感覚で現地の動物に近づくのは大変危険です。

動物に噛まれたときは、まず現地の医師に相談する。
　傷口を水と石鹸でよく洗ってください。そのあと消毒液を使って消毒しましょう。また傷口
が土でよごれているときは破傷風などの危険性も考え医師に相談してください。狂犬病は発症
するとほぼ100%救命することはできません。動物に噛まれたときはすぐに現地の医師に相談し
ましょう。

川や湖での水遊びに注意。
　東南アジア、アフリカ、南米の淡水には住血吸虫という寄生虫が生息しており、水浴等の際
に皮膚から感染する危険があります。現地の方が泳いでいても淡水での水浴は避けた方が無難
です。

空港の検疫所の利用 
　国内の空港には入国審査の手前に厚生労働省の検疫所があり、感染症に詳しい医療従事者、
事務官が常駐しています。心配なことがあったら相談しましょう。
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